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研究成果の概要（和文）： 

 最終氷期最寒冷期(LGM)に先立つ東シベリアの古環境と更新世人類集団の適応行動を解明す
べく、イルクーツクの北北西約 150kmに位置する Bol’shoj Naryn 遺跡で発掘調査を重ねた。
その結果、凡そ 30,000 年前から 25,000 年前にかけてバイカル湖以北に展開した更新世人類集
団は、概して森林ステップが広がる LGM より温暖・湿潤な環境下で、ウマやバイソンを主要な
狩猟対象としていたことが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 In order to shed light on the paleoenvironment and the adaptive behavior of Pleistocene 
humans before the Last Glacial Maximum (LGM) in eastern Siberia, we carried out 
excavations of the Bol’shoj Naryn Site that is located 150km north-northwest of Irkutsk. 
As a result, it has been revealed that Pleistocene humans who lived in the Fore-Baikal 
region from ca. 30,000-25,000 years BP primarily hunted steppe species such as horses 
and bison in more temperate and humid environments than LGM on the whole. 
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１．研究開始当初の背景 
 タジキスタンの Rakhmat洞窟やアルタイの
KaraBom 遺跡など調査成果から、凡そ 10万年
前にアフリカから拡散したホモ・サピエンス
は遅くも 4万年前までに中央アジアへ進出し
ていたことが明らかとなっていた。そればか
りか、北緯 70 度を超す北極圏への人類の進

出も、局所的には極東地域にさほど遅れるこ
となく試みられていたことも確認されるに
至っていた。こうした状況下、ユーラシア北
部への人類の移動・拡散プロセスに新たなシ
ナリオを描く必要性が生じていた。 
 
２．研究の目的 
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 上記の状況を踏まえ、本研究では、最終氷
期(約 7万年前以降)におけるユーラシア大陸
北東部へのホモ・サピエンスの進出とその背
後に存在した環境適応行動を、考古学、人類
学、古生物学、地質学などの多様な分野の研
究者による多角的かつ領域横断的な共同研
究によって解き明かすことに目的を置いた。 
 
３．研究の方法 
 最終氷期のさなか、元来熱帯・亜熱帯のア
フリカに起源地をもつ生物であった人類が
寒冷地へ進出するために様々な文化的適応
装置の開発・獲得が不可欠であったことは論
をまたない。そして、最終氷期の間も一貫し
て氷床に被われることがなかったバイカル
湖周辺域(CIS-Baikal)は、まさにそうした装
置が開発された地域と目されている。 
 そこで、本研究では調査・研究対象地域を
この CIS-Baikal に設定した上で、更新世人
類集団の環境適応行動を解明すべく、以下の
作業に取り組んだ。 
① CIS-Baikal の既知の更新世人類遺跡群に
関するデータベースの作成。 
② アンガラ川水系に面する遺跡群の発掘と
出土遺物群の精査。 
③ イルクーツク国立大学に所蔵されている
関連遺跡出土資料群の精査。 
 
４．研究成果 
(1)研究成果 
① 既刊報告書類を渉猟の上、アンガラ川お
よびレナ川上流域、ザバイカルに知られるカ
ルギンスキー亜間氷期(OIS3 期)の 12遺跡に
関して、出土遺物と年代などの情報を一覧で
きるデータベースを作成、近い将来 Web上で
の公開も図れる段に至った(図 1)。 
 
② 2009年から 11年にかけてイルクーツクの
北北西約 150kmに位置するBol’shoj Naryn I
遺跡を発掘し、カルギンスキー亜間氷期
(OIS3 期)の古土壌層中から、凡そ 28,000 年
前にの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 調査対象地域 
1. Bol’shoj Naryn I・II, 2. Igheteyskiy Log I, 3. 

Arenbovskii,  4. Gerasimov I, Shapova, 5. Makarobo 

III・IV,  6. Hotyk, 7. Tolbaga,8. Kamenka I,  9. 

Varvarina Gora, 10. Pozvonkaya 

こされた炉跡を発見した。また、古土壌層を
全量 2mm 目のフルイを用いて水洗した結果、
石刃石器群と同剥片類、骨角器からなる文化
遺物 1,471 点と(cf. 図 2)、微小貝類化石
2,464 点、鳥類化石 113 点、哺乳類化石 9,000
点余りからなる多量の動物化石も採集する
に至った。さらに発掘区の壁面からは花粉・
胞子試料も採取した。 
 出土動植物化石を精査した結果、微小巻貝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 Bol’shoj Naryn I 遺跡 Locus2 の土層
堆積状況と代表的な出土石器・骨角器 
 
表 1 Bol’shoj Naryn 遺跡の出土脊椎動物化
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図 3 Bol’shoj Naryn 遺跡における花粉・胞
子化石ダイアグラム 
 
類、大型哺乳類化石の内容からは、カルギン
スキー亜間氷期(OIS3 期)のバイカル以北が
LGMよりかなり温暖・湿潤な環境にあり、ス
テップ生息種たるウマやバイソンが更新世
人類集団の主要な狩猟対象となっていた様
子が窺えた。その一方、花粉、鳥類、小型哺
乳類の化石からは、概期の気候は決して安定
した状態になく、時にツンドラに近い冷涼な
環境が出現していたことも示唆された (cf.
表 1、図 3)。 
 なお、2011年には、イルクーツクの北北西
約 110km に位置するボハン村で試掘も試み、
今後調査・研究対象とするに有望な石器とマ
ンモス動物群の化石が共伴する新たな更新
世人類遺跡も発見した。 
 
③ Gerasimov 遺跡や Sedova 遺跡など近年イ
ルクーツク市街で発掘された更新世遺跡群
の出土資料も含め、イルクーツク国立大学に
所蔵されているカルギンスキー亜間氷期の
文化遺物と脊椎動物化石を精査した。 
 
(2)研究成果の意義 
 CIS-Baikal にあって、一遺跡で 20点を超
える有機物の年代測定が試みられた遺跡は、
目下のところ Bal’shoj Naryn のみとなる。
また、更新世人類遺跡の同一層準から出土し
た動植物化石と文化遺物についてサンプリ
ングエラーを極力軽減した上で収集、その多
角的かつ総合的に精査する試みも
CIS-Baikal ではこれまで行われてこなかっ
た。それゆえ、筆者らによる Bal’shoj Naryn 
遺跡の調査・研究は極めて重要な意義をもつ。 
 当遺跡の出土種の化石については、目下異
なる環境下に生息したとみられる種の資料
を選び、更なる年代測定も進めている。その
測定値も得られた暁には、本遺跡の出土遺物
群は、CIS-Baikal における後期更新世の古環
境変動と人類活動を論じる上での基準資料
として注目されよう。 
 

(3)研究成果の公開 
 Bol’shoj Naryn 遺跡の発掘成果も含め本
研究プロジェクトの成果については、論文に
纏めることはもとより、国内外の数多の学
会・シンポジウム等で発表し、積極的に公開
を図ってきた。特に、2010 年 11 月に国内外
から 22名もの研究者を招聘、慶應義塾大学
三田キャンパスにおいて国際シンポジウ
ム” Sibera and Japan in the Late 
Paleolithic Period: Adaptive Strategies 
of Humans in the Last Glacial Period”を
開催できた意義は大きい。約 100名もの参会
者も得て開催された本シンポジウムでは、後
期更新世の北東アジアに関する古環境と人
類活動について最新の研究成果が共有され
るなか、国際的な調査プロジェクトの必要性
も再確認されるところとなった。 
 また、2011年 1月には東京大学総合博物館
において一般市民を対象とする公開シンポ
ジウム『ヴィーナスからのメッセージ』も開
催し、研究成果の社会への還元も図った。 
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